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介護支援専門員専門研修課程Ⅱ　　事例シート
事例概要（科目名：看取り等における看護サービス活用に関する事例）
	性別
	
	年齢
	
	要介護状態区分
	

	事例のタイトル

	事例提出の理由

	主訴
	生活歴

	事例の概要（※看取り等における看護サービス活用に関する事例のテーマに沿った内容をふくむこと）

	望む暮らし（本人らしさ）、生活の希望・要望

	本人；

	家族（続柄；　　　　　）


「この事例に関する考察・所感」
	①この事例に関わってきて今感じていること

	②今後の事例の将来像

	③今後のことで悩んだり迷っていること



明確に記入する。
・気になっている事　　・問題を感じている事　　・深めたいテーマがあるなど

①実施している項目に☑を入れるだけでなく、具体的にどのようなことが気になったか余白に記載する（メモ程度）
②今回の事例では、発生しなかったものについては、斜線を引いてください。
③ワークシート１・ワークシート２の内容について、事例発表時に合わせて発表していただきます

	項目
	いつの時点で
	どのように対応していればよかった

	（例）
（１）－１）－②
	事例の経過や支援内容などから、ケアマネジメントとプロセスのどの部分であるかを踏まえて記載してください
	良かったか悪かったかではなく、どのような可能性があったかを考慮して考えてください

	
	
	

	
	
	





	解決が難しいこと
	理由

	
	

	
	


（科目名；看取り等における看護サービスの活用に関する事例）
自己の実践を振り返る　　事例研究のポイント　　　　　実施している項目に☑を記入
	（１）終末期・看取りを迎える様々な思い

	１）利用者本人の意向・思いについて

	
	①利用者自身の終末期や看取りに関する意向が把握できていますか？またその時期はいつですか？

	
	②利用者自身は終末期・看取り期であることの説明を受けていますか？また理解していますか？

	
	③利用者自身の死生観は表出されていますか？（ないとすれば、推し量られていますか？）

	
	④利用者自身の意向は、具体的ですか？（最期を迎える場所や医療の支援、死後の対応など）

	２）介護者や家族の思いについて

	
	①介護者の終末期や看取りに関する意向が把握されていますか？

	
	②介護者以外の家族の看取りに関する意向が把握されていますか？

	
	③介護者や家族の死生観は表出されていますか？

	
	④介護者・家族の意向は具体的ですか？（最期を迎える場所や医療の支援、死後の対応など）

	
	⑤利用者本人と介護者・家族の間に意向や思いのズレがありませんか？

	
	⑥介護者と家族の間に意向や思いのズレがありませんか？

	３）地域の思いや風習について

	
	①他の親族など終末期や看取りについて影響を及ぼすことがありますか？（予測されますか？）

	
	②近隣地域などの考えや風習の影響はありますか？またどのようなものですか？

	４）利用者本人や介護者の不安や負担について

	
	①利用者自身の終末期や看取りに関する不安や心配ごとについて把握されていますか？

	
	②介護者や家族の終末期や看取り期に関する不安や心配ごとについて把握されていますか？

	
	③不安や心配ごとに対しての助言や対応は十分されていますか？またそれは誰が行いますか？

	
	④終末期・看取り期における介護者や家族の負担の変化は把握されていますか？

	
	⑤介護者や家族は、利用者の死後の生活について不安や心配ごとを持っていませんか？

	（２）看取り期の経過や状態の理解と医療・介護等のサポート

	１）疾病や利用者の状態・変化について理解と対応

	
	①終末期・看取り期を迎える原因となった疾病や状態について理解していますか？

	
	②終末期・看取り期に至るまでの経過や対応について検討されていますか？

	
	③特に疾病や健康状態の変化について、医師の見解や助言を得ていますか？

	
	④今後起こりうる状態の変化に伴って、支援内容や方法など検討し対応していましたか？

	
	⑤疾病や状態の変化に伴って、支援内容や方法など検討し対応していましたか？

	
	⑥看取り前の入院時の診療・指導の状況や主治医の変更や連携の状況を把握していますか？

	２）主治医との連携について

	
	①医師の見立て、診療方針について把握していますか？またそれは介護者・家族が理解していますか？

	
	②医師の説明など要所となる場面で同席するなど情報共有が図られていますか？

	
	③利用者本人や家族は、疾病や心身状況や生活上の困りごとを医師に伝えられていますか？

	
	④利用者の予後や余命の予測、今後予測される状態などについて説明を受けていますか？

	
	⑤訪問診療や居宅療養管理指導などが適切に行われていましたか？

	
	⑥介護支援専門員や訪問看護師等が同席するなど情報の共有が図られていましたか？

	３）多職種による連携について

	
	①終末期・看取り期を支えるための医療・介護サービス、その他の支援が検討されていますか？

	
	②病院医や在宅医、薬剤師、看護師、介護職、リハビリテーション専門職、介護支援専門員等が参加するカンファレンスが行われていましたか？

	
	③病院や診療所、訪問看護ステーションやその他の介護サービス、居宅介護支援事業所間での連携が図られていましたか？

	
	④特にホスピスや緩和ケアチームとの連携が必要な場合、十分に情報提供が図られていましたか？

	
	⑤医療や介護だけでなく、地域の様々な社会資源との連携についても考慮されていますか？


	４）医療依存度の高い方への対応や緊急時の対応について

	
	①医師や訪問看護師との協力関係は十分に図られていましたか？

	
	②医療に関する介護者や家族の負担や不安、看護師等への依存などについて検討されていましたか？

	
	③特に、疼痛のコントロールが必要な場合の対応について十分に情報共有が図られていましたか？

	
	④緊急対応が必要な場合の基準や対応方法などが予め協議され、定まっていましたか？また、その通り実施されていましたか？

	
	⑤臨終期までの経過について説明がされ、理解されていましたか？

	
	⑥臨終期の対応方法、支援体制が定まっていましたか？またその通り実施されましたか？

	（３）状況に応じた適切なケアマネジメントの実践

	１）ケアマネジメント全体の評価について

	
	①全体を通してケアマネジメントプロセスに沿った支援となっていますか？

	
	②利用者本人の尊厳が守られていますか？また利用者本位の内容になっていますか？

	
	③支援全体を通して「自立支援」を意識した内容になっていますか？

	
	④具体的な目標をもってケアプランが立案され、適切にモニタリングされていますか？

	
	⑤状況の変化に伴って、適切にプランの変更や調整が行われていましたか？

	２）利用者自身の「望む暮らし」の理解について

	
	①利用者自身のＱＯＬやＱＯＤ視点から「望む暮らし」が検討されていますか？

	
	②利用者が十分に表現できない場合などもその把握に様々な手立てを講じていますか？

	
	③利用者自身の生活における価値観や人生に対する考え方などが反映された内容となっていますか？

	
	④利用者の望む暮らしを実現するために様々な社会資源の活用が検討されていますか？

	３）利用者の生活機能とその可能性の理解について

	
	①ＡＤＬの中で、看取りの経過や時期・状況に応じた利用者本人の能力が確認できていますか？

	
	②ＩＡＤＬの中で、看取りの経過や時期・状況に応じた利用者の能力の確認ができていますか？

	
	③参加の観点から、これまでの生活で行ってきたことの継続や再開の可能性を検討されていますか？

	
	④趣味活動など生活の中で生きがいにつながるような活動について検討がされていますか？

	
	⑤利用者の思いを踏まえ、利用者の能力が少しでも活用されるような支援内容となっていますか？

	
	⑥これまでの地域の中での役割や地域や友人との関係などについても考慮されていますか？

	４）終末期や看取りの終結の満足度について

	
	①利用者本人や介護者・家族の望む終末期の迎え方であったか検討されていますか？

	
	②特に、看取り以前の生活の満足度やＱＯＤの検討がされていますか？

	
	③終末期や看取りの過程を振り返って、状況に応じた対応やその満足度について、介護者や家族、医師や看護師などの専門職、介護サービスの担当等で共有できていますか？


ワークシート①
これまでの項目ごとの☑がつかなかったものについて、ケアマネジメントプロセスを踏まえて、どの時点で、どのような対応をしていれば、より良い結果につながったのでしょうか？
（科目名；看取り等における看護サービス活用に関する事例）
	項目
	いつの時点で
	どのように対応していれば

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


ワークシート②
ワークシート①での検討内容やここでの事例の振り返りの活用を踏まえて、特に私たち介護支援専門員や現在のチームアプローチにとって、解決が難しい課題があるかを考えてみましょう。また、対応が難しいことはどのようなことで、それはどういう理由や要因によるものなのかを考えてみましょう。
（科目名；看取り等における看護サービス活用に関する事例）
	解決が難しいこと
	理由

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	








事例研究のポイントの記入時の留意点





自己チェックした中で、☑がなかった項目を中心に上げてください





項目につけられた、番号


（　）大項目


）中項目


○　小項目


の順で記入してください





ワークシート１の記入の留意点





※事例提供理由や思いを踏まえて、検討する内容を絞り込んでください


※必ずしもすべてを埋めなくても結構です


※対応方法が思いつかない場合は、何故そうなってしまうのか考えてみましょう





ワークシート２の記入の留意点





何故困難と考えるのか、その原因となること、背景など理由について考えます





現時点での解決が難しいことをあげてください





※できるだけ広く原因や背景を考えていきましょう


※特定の機関や個人の問題に片付てしまわないようにしましょう








